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お
葬
儀
を
お
寺
で
し
ま
せ
ん
か 

 

昨
今
の
冠
婚
葬
祭
の
事
情
が
と
み
に
変
化
し
て
い
る
よ

う
に
思
い
ま
す
。
冠
（
人
の
成
長
や
社
会
的
な
成
熟
を
祝
う
）、

婚(

結
婚)

、
葬(

葬
儀
等
の
弔
い
や
お
悔
み)
、
祭
（
祖
先
を
ま

つ
る
こ
と
、
法
事
や
お
盆
、
彼
岸
、
正
月
） 

私
の
過
ご
し
て
き
た
昭
和
後
半
の
冠
婚
葬
祭
は
親
戚
や

地
域
が
関
わ
っ
て
い
ま
し
た
。
葬
儀
に
関
し
て
も
通
夜
を
自

宅
で
行
い
、
お
葬
式
を
お
寺
で
行
い
ま
し
た
。
そ
の
後
住
宅

事
情
も
あ
り
、
急
な
自
宅
で
の
通
夜
は
負
担
が
大
き
い
た
め
、

便
利
な
会
館
で
行
う
こ
と
が
主
流
に
な
り
ま
し
た
。
自
宅
か

ら
お
寺
ま
で
、
お
位
牌
、
遺
骨
、
遺
影
な
ど
を
親
族
が
持
ち

行
列
を
作
る
光
景
は
今
で
は
映
像
の
中
で
し
か
見
る
こ
と

が
あ
り
ま
せ
ん
。 

大
き
な
会
館
で
の
葬
儀
も
コ
ロ
ナ
発
生
時
期
か
ら
ま
た

様
変
わ
り
し
て
き
て
い
る
よ
う
で
す
。
な
に
し
ろ
、
人
が
集

ま
る
こ
と
は
ご
法
度
で
、
県
外
に
出
る
こ
と
も
ま
ま
な
ら
な

い
状
態
で
し
た
か
ら
、
お
葬
式
も
家
族
だ
け
で
、
な
る
べ
く

少
人
数
で
済
ま
せ
ま
し
た
。
中
に
は
会
社
の
方
針
で
親
の
葬

儀
に
さ
え
出
ら
れ
ず
、
四
十
九
日
に
初
め
て
焼
香
で
き
た
方

も
お
ら
れ
ま
し
た
。
今
考
え
る
と
、
毎
日
が
不
安
で
、
こ
ん

な
状
況
が
い
つ
ま
で
続
く
の
か
と
恐
ろ
し
い
日
々
で
し
た
。

そ
ん
な
中
で
の
冠
婚
葬
祭
に
対
す
る
日
本
人
の
互
助
の
習 

 

慣
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
も
不
安
の
一
つ
で
し
た
。 

時
代
と
共
に
考
え
方
も
や
り
方
も
変
わ
る
も
の
で
す
。
近

頃
は
小
人
数
の
お
葬
式
が
増
え
て
ま
い
り
ま
し
た
。
た
だ
、

参
列
者
が
少
な
い
わ
け
で
は
な
く
、
お
通
夜
の
前
に
ご
弔
問

時
間
を
用
意
し
、
本
通
夜
の
時
は
故
人
の
近
し
い
方
が
参
列

し
静
か
に
見
送
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
な
ら
生
前
中
の
功
績

や
お
付
き
合
い
も
活
か
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
え
ま
す
。 

そ
こ
で
多
様
化
し
た
今
だ
か
ら
こ
そ
本
来
の
形
に
帰
り
、

お
寺
で
の
お
葬
儀
を
お
す
す
め
し
ま
す
。
檀
家
様
で
な
く
と

も
、
ご
縁
が
あ
れ
ば
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ご
連
絡
下
さ

れ
ば
、
お
寺
か
ら
葬
儀
社
に
連
絡
し
、
お
亡
く
な
り
に
な
っ

た
場
所
ま
で
お
迎
え
に
伺
い
、
ご
遺
体
は
お
寺
で
お
過
ご
し

い
た
だ
け
ま
す
。
枕
経
、
打
合
せ
、
日
時
の
決
定
、
納
棺
、

通
夜
、
葬
儀
、
初
七
日
、
火
葬
ま
で
遜
色
な
く
立
派
な
お
葬

儀
が
で
き
ま
す
。
故
人
を
お
送
り
す
る
に
は
荘
厳
で
あ
り
、

良
い
環
境
だ
と
思
い
ま
す
。「
思
っ
た
よ
り
安
価
で
安
心
で

き
る
お
葬
式
で
し
た
」
と
言
っ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
も
あ
り

ま
し
た
。
事
前
に
ご
相
談
に
来
ら
れ
、
希
望
さ
れ
る
方
も
増

え
て
い
ま
す
。 

葬
儀
の
お
話
に
な
り
ま
し
た
が
、
お
寺
と
い
う
場
所
は
、

冠
婚
葬
祭
の
全
て
の
場
に
対
応
で
き
る
所
な
の
で
す
。
御
祈

祷
は
常
に
行
い
ま
す
し
、
仏
前
結
婚
式
も
複
数
回
や
ら
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
坐
禅
会
、
写
経
会
、
落
語
会
、
ヨ
ガ
坐

禅
、
子
ど
も
食
堂
と
多
く
の
方
に
お
出
か
け
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。
ど
う
ぞ
、
お
気
軽
に
お
声
か
け
く
だ
さ
い
。 

 

三
明
寺
住
職 

大
嶽
正
泰 

合
掌 

お盆号 

 

 
や
す
ら
ぎ
通
信 

昨年の施食会と新盆供養 近隣のお寺さんが見えてくれます 

 

施食会棚には 御霊膳の他 生菜 乾菜 施餓鬼飯等供えられます 
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【
檀
信
徒
行
事
】 

六
月 

○
黒
沢
家
ご
法
事 

 
 
 
 
 
 
 

 

6
日 

〇
鈴
木
・
紅
野
・
大
森
家
ご
法
事 

 
 
 
 
 

7
日 

○
子
ど
も
食
堂  

 
 

 
 
 

○
道
了
講 

 
 

 
 

 

9
日 

○
佐
藤･

北
條･

木
下
家
ご
法
事  

 
 

 

13
日 

〇
木
下
家
ご
法
事 

 
 

 
 

14
日 

○
波
多
野
家
ご
法
事 

 
 

 
 

20
日 

○
福
井
家
ご
法
事 

 
 

 
 

21
日 

○
地
蔵
講 

 
 

 
 

 

23
日 

○
岩
撫
家
ご
法
事 

 
 

 
 

26
日 

○
菊
池
・
久
保
田
・
鈴
木
家
ご
法
事 

 
 

27
日 

○
上
松
家
ご
法
事 

 
 

 
 

28
日 

七
月 

○
ペ
ッ
ト
新
盆
・
盆
供
養
会 

 
 

 

4
日 

○
檀
信
徒
新
盆
・
施
食
会 

 
 

 

5
日 

○
子
ど
も
食
堂  

 
 

 
 
 

○
お
棚
経
盆
供
養  

 
 
 

 

12
・
13
・
14
・
15
日 

○
盆
供
養
日
（
お
寺
）  

  
 

  
 

13
・
14
日 

○
地
蔵
講 

 
 

 
   

 
 

21
日 

○
伊
藤
家
ご
法
事 

 
 

 
  

 

25
日 

             

 

八
月 

○
子
ど
も
食
堂  

 
 

 
 

2
日 

○
道
了
講 

 
 

 
 

 

4
日 

○
加
藤
家
ご
法
事 

 
 

 
 

9
日 

○
お
棚
経
盆
供
養     

 
 
 

1
・
2
・
13
・
14
日 

○
盆
供
養
日
（
お
寺
）         
 
 
 

13
・
14
日 

○
松
岡
家
ご
法
事 

 
 

 
 

15
日 

○
地
蔵
講 

 
 

 
   

 
 

18
日 

○
増
田
・
盛
家
ご
法
事 

 
 

 

23
日 

○
藤
井
家
ご
法
事 
 

 
 

 

29
日 

○
一
四
五
回
じ
ぞ
う
寄
席 

二
つ
目
二
人
会 

 

30
日 

 

【
三
明
寺
や
す
ら
ぎ
大
学
】 

○
朝
の
勤
行 

 
 
 

朝
課
・
坐
禅
・
体
操 

 

6
時 

 

○
土
曜
写
経
会 

 
 

読
経
・
体
操
・
写
経 

 

6
時 

○
写
経
会 

月
曜
日 

 6/15

・7/27  
 
 

   

10
時 

○
日
曜
坐
禅
会 

 
 

坐
禅
・
提
唱 

 
 

   

6
時 

○
ヨ
ガ
坐
禅 

 
 
 
6/25

・7/25

・8/22 
 

19
時 

○
読
経
・
御
詠
歌 

 
 

第
一
・
三
火
曜
日 

  

10
時 

  
 
 

            

           

【
お
知
ら
せ
】 

□
住
職
ラ
ジ
オ
法
話 

Ｓ
Ｂ
Ｓ
ラ
ジ
オ 

 

第
４
土
曜     

12
時
22
分 

 

コ
ー
ス
ト
Ｆ
Ｍ 

76.7
月
曜
～
金
曜  

7
時
30
分 

【
編
集
後
記
】 

▼
お
墓
の
お
塔
婆
は
一
年
経
っ
た
ら
、
指
定
場
所(

水
場)

に

置
い
て
下
さ
い
。
鎮
火
祭
で
読
経
し
焼
納
し
ま
す
。 

▼
三
明
寺
子
ど
も
食
堂
を
始
め
五
年
目
に
入
り
ま
す
。
そ
の

後
、
沼
津
は
十
件
ほ
ど
に
増
え
て
い
ま
す
。 

▼
ヨ
ガ
坐
禅
が
好
評
で
す
。
全
国
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
先
生
で

特
別
価
格
と
い
う
こ
と
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
是
非
お
申
し

込
み
を
！ 

▼
住
所
を
変
更
さ
れ
ま
し
た
ら
直
ち
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

       

発
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嶽
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９
２
９
・
２
３
２
４ 

Ｕ
Ｒ
Ｌ  http://www.sanmyouji.com

 

メ
ー
ル  info@sanmyouji.com 

 

今
年
の
施
食
会
と
新
盆
供
養
に
つ
い
て 

｜
お
塔
婆
供
養
を
お
願
い
し
ま
す
｜ 

三
明
寺
施
食
会
、
新
盆
会
は
、
猛
暑
を
考
慮
し
、
今
年

も
屋
外
の
行
事
は
行
い
ま
せ
ん
。
本
堂
内
の
み
の
読
経

と
な
り
ま
す
。
新
仏
様
、
ご
先
祖
様
の
お
塔
婆
供
養
の

お
申
し
込
み
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 
 
 
 

 

三
明
寺
住
職 

合
掌 
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 梅ヨガ坐禅の会  80 才の住職も、体の固い寺族も参加しています。気軽にお出かけください。 

 

 

 

みしまお寺巡りの会 

ハワイ ヒロの大正寺にて特派師範の講習 サンフランシスコの寺院にて 

 

  

スタンフォード大学の禅入門のゼミ 

すまいるあげいん梅花のつどい 

 

 

 

 

保護司会の皆様と 

 

 

 

可睡斎にて（寺族） 

 海外での梅花流 寺族が御詠歌を通して出会った方々からいただいた活動写真です 
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仏様に密糖、お菓子、お茶を献じます 

 

法要の前に参列の皆さんと「三宝御和讃」をお唱えします

寺族やｽﾀﾝﾌｫｰﾄﾞ大学准教授も参加協力 

 
 

お経をあげ、ご先祖様、故人様、亡きペットの為に想いを込めてご焼香します 

会場全員で坐禅 

春彼岸供養会  3月 20日（祝） 11 時よりご先祖様 故人様 13 時よりペット供養 

 

第 144 回 じぞう寄席  台所おさん師匠 5 月 24 日  次回 145 囘 8 月 30 日 二つ目 2 人会(沼津出身立川笑えもん出演)   

檀信徒総回向(お経の功徳をすべてにめぐらします)  

 

 

宗務所檀信徒大会 5 月 28 日 

池上彰氏の記念講演 

「世界における仏教の意味」 

 


